
みどりと潤いの大地を育む

☆平成30年度決算 ・・・・・・・・ ②
☆臨時総代会開催・・・・・・・・・ ③
☆役員就任・・・・・・・・・・・・ ③
☆台風災害・・・・・・・・・・・・ ③
☆令和元年度実施事業・・・・・・・ ④
☆緊急事態に備えて ・・・・・・・・ ④
☆施設は自分たちで守ります ・・・・ ⑤
☆冬期用水の申請 ・・・・・・・・・ ⑤
☆ジャンボタニシに注意 ・・・・・・ ⑤

目　次 ☆賦課金の納入は口座振替で ・・・・ ⑥
☆新工区長紹介・・・・・・・・・・ ⑥
☆臨時機場操作員募集・・・・・・・ ⑥
☆こんな時は届出を ・・・・・・・・ ⑦
　（組合員資格得喪・農地転用除外・開発行為）
☆子ども絵画展 ・・・・・・・・・・ ⑧
☆創造運動・・・・・・・・・・・・ ⑧
☆いも祭りに参加 ・・・・・・・・・ ⑧

発　行 北総東部土地改良区　〒289‒0425 千葉県香取市大角1545‒19
 T E L  ０４７８－７０－９１２３　　FA X  ０４７８－７０－９０７０

E-mail : mirai@hokusotobu.or.jp　http://www.hokusotobu.or.jp

No.85
R1.12.20



2R1.12.20

平成30年度 一般会計決算の内訳

平
成
30
年
度
決
算

　 決 算 総 括 表
会　　　計　　　名 　歳　　入（円） 　歳　　出（円）

一 　 　 般 　 　 会 　 　 計 32 9 , 9 0 7 , 8 7 1 3 2 2 , 0 7 6 , 2 4 9
財 政 調 整 基 金 積 立 金 特 別 会 計 22 9 , 7 6 8 2 2 0 , 0 0 0
職 員 退 職 給 与 積 立 金 特 別 会 計 15 , 0 3 9 , 9 6 2 1 5 , 0 3 8 , 6 3 0
維 持 管 理 調 整 積 立 金 特 別 会 計 7 , 1 2 1 , 3 4 2 7 , 0 8 5 , 0 0 0
維 持 管 理 適 正 化 事 業 特 別 会 計 66 , 7 8 5 , 3 6 2 6 6 , 7 6 1 , 1 0 0
農 地 転 用 決 済 金 特 別 会 計 5 , 6 7 7 , 0 8 4 3 , 8 0 4 , 1 3 1
開 発 行 為 等 特 別 会 計 9 , 0 0 9 , 2 9 7 7 , 4 8 2 , 2 6 8
工区特別会計　（２支区１５工区） 12 6 , 6 6 8 , 0 4 8 1 1 8 , 7 4 4 , 9 7 0

計 5 6 0 , 4 3 8 , 7 3 4 5 4 1 , 2 1 2 , 3 4 8

歳 出
３２２,０７６,２４９円

歳 入
３２９,９０７,８７１円

組合費（63.9%）
210,726,214円
皆さんに納入していただいた賦課金

補助金（7.4%）
24,443,910円

国・県・市町からの助成金

繰出金・予備費（5.7％）
18,342,000円
他会計に繰出した費用等 繰入金（3.9%）

12,729,600円
他会計からの繰入金

雑収入・繰越金（2.4%）
8,146,947円
その他の収入・
前年からの繰越金

受託料（22.4%）
73,861,200円
水機構・千葉県からの
施設管理受託料

事務費等（29.5%）
95,157,183円
土地改良区の運営に
要した費用

事務所費（0.5%）
1,423,161円
事務所の維持管理に
要した費用

負担金・諸費
（0.9%）
2,914,299円
各種団体負担金・
賦課金徴収交付金に
要した費用

維持管理費（63.4%）
204,239,606円
用水維持管理に要した費用

臨
時
総
代
会
に
お
い
て
、
平
成
30
年
度

の
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
、
３
億
２
，

９
９
０
万
円
で
、
内
訳
の
主
な
も
の
は
、

皆
さ
ん
か
ら
納
入
さ
れ
た
賦
課
金
が
63
・

9
％
、
国
、
県
及
び
関
係
市
町
か
ら
の
助

成
金
等
が
7
・
4
％
、
水
資
源
機
構
及
び

千
葉
県
か
ら
の
施
設
維
持
管
理
受
託
料
が

22
・
4
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

歳
出
総
額
は
３
億
２
，
２
０
７
万
円
で

主
な
支
出
は
、
安
定
し
た
用
水
を
供
給
す

る
た
め
の
費
用
・
施
設
の
復
旧
・
維
持
管

理
に
費
や
し
た
費
用
が
63
・
4
％
、
土
地

改
良
区
の
運
営
に
支
出
し
た
事
務
費
が

29
・
5
％
で
合
わ
せ
て
歳
出
全
体
の
92
・

9
％
と
な
り
ま
し
た
。

厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
、
経
費
の
節
減

に
引
き
続
き
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

組
合
員
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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臨
時
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

●承認・可決された議案
第１号議案 北総東部土地改良区平成30年度事業報告について
第２号議案 北総東部土地改良区一般会計平成30年度歳入歳出決算について
第３号議案 北総東部土地改良区特別会計平成30年度歳入歳出決算について
第４号議案 北総東部土地改良区工区特別会計平成30年度歳入歳出決算について
第５号議案 北総東部土地改良区平成30年度財産目録について
第６号議案 北総東部土地改良区工区特別会計令和元年度歳入歳出補正予算（第１号）について
第７号議案 北総東部土地改良区役員選任について

北
総
東
部
土
地
改
良
区
臨
時
総
代
会
が
、
10
月
29
日

（
火
）
午
前
10
時
か
ら
香
取
市
山
田
公
民
館
ホ
ー
ル
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
代
会
は
、
鵜
澤
茂
議
長
の
進
行
に
よ
り
進
め
ら
れ
、

す
べ
て
の
議
案
が
原
案
ど
お
り
賛
成
を
い
た
だ
き
、
総
代

会
は
滞
り
な
く
閉
会
し
ま
し
た
。

台
風
災
害
に
つ
い
て

施設への倒木

返田揚水機場フェンス傾倒

役
員
就
任

（
員
外
理
事
）

椿つ
ば
き

等ひ
と
し

氏
（
神
崎
町
長
）

令
和
元
年
10
月
29
日
就
任

台
風
15
号
・
台
風
19
号
及
び
10
月
25
日

の
暴
風
、
大
雨
に
よ
り
、
長
期
間
の
停
電

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
共
に
、
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
や
畜
舎
な
ど
の
多
く
が
倒
壊
・
破

損
し
、
水
稲
・
人
参
を
は
じ
め
多
く
の
農

産
物
や
家
畜
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

土
地
改
良
区
で
は
、
直
ち
に
施
設
の
被

災
状
況
を
調
査
す
る
と
共
に
、
停
電
に
よ

り
停
止
し
て
い
た
加
圧
機
場
を
復
電
が
確

認
さ
れ
次
第
復
旧
さ

せ
、
用
水
要
望
に
お

応
え
し
ま
し
た
。

加
圧
機
場
の
復
旧

ま
で
の
間
、
用
水
確

認
の
照
会
を
多
数
い

た
だ
く
な
ど
ご
迷
惑

を
お
か
け
い
た
し
ま

し
た
。

フ
ェ
ン
ス
の
破
損
、
引
き
込
み
電
柱
の

傾
き
な
ど
多
数
の
被
害
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
復
旧
工
事
は
順
次
行
わ
れ
て
お
り
、

令
和
２
年
度
通
水
に
支
障
が
無
い
よ
う
復

旧
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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令和元年度は下記の事業を実施します
　工事の際に道路の交通規制、畑用水の臨時休止等により皆さんにご迷惑をおかけいた
しますが、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

●土地改良施設維持管理適正化事業

工区（支区）名 工　事　場　所 工　事　内　容 施　工　業　者

吉 原 香取市　香取地先 漏 水・ 仕 切 弁 補 修 工 事
㈱ 鈴 木 組

織 幡 香取市　上小堀地先 仕 切 弁 補 修 工 事

栗 源 香取市　山倉地先 仕 切 弁 補 修 工 事
菅 谷 建 設 ㈱

九 十 九 塚 香取市　高萩地先 仕 切 弁 補 修 工 事

仁 良 香取市　長岡地先 他 仕 切 弁 補 修 工 事 木 内 土 木 ㈱

干 潟 旭　市　溝原地先 他 仕 切 弁 補 修 工 事 髙 木 土 木 ㈲

八 日 市 場 匝瑳市　椿地先 五正部加圧機場整備補修工事 昱（ ア キ ラ ） ㈱

村 田 成田市　桜田地先 漏 水 補 修 工 事
㈱ 安 藤 建 設

吉 岡 成田市　一坪田地先 漏 水 補 修 工 事

●農業水路等長寿命化・防災減災事業

工区（支区）名 工　事　場　所 工　事　内　容 施　工　業　者

織 幡 香取市　上小堀地先 排 水 路 補 修 工 事 ㈲ 石 田 建 設

干 潟 旭　市　長部地先 排 水 路 補 修 工 事 前 田 建 設 ㈱

村 田 成田市　桜田地先 排 水 路 補 修 工 事 鎌 形 建 設 ㈱

●基幹施設整備事業（水資源機構発注）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

施　設　名 工　事　場　所 工　事　内　容 施　工　業　者

船戸揚水機場 香取市佐原イ3076 オートストレーナー更新工事 ㈱ ス ガ テ ッ ク

吉岡加圧機場 成田市一坪田地先 ポ ン プ 施 設 更 新 工 事 荏 原 商 事 ㈱

緊
急
事
態
に

緊
急
事
態
に備

え
て

備
え
て

近
年
、大
型
化
傾
向
に
あ
る
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
り
、

土
砂
災
害
や
建
物
へ
の
浸
水
被
害
、
河
川
の
氾
濫
な
ど
自
然

災
害
が
激
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

土
地
改
良
区
で
は
、
緊
急
事
態
に
備
え
て
毎
年
、
水
資
源

機
構
、
千
葉
県
な
ど
関
係
機
関
と
合
同
で
防
災
訓
練
を
行

い
、
災
害
や
事
故
の
発
生
の
際
に
も
迅
速
な
対
応
が
で
き
る

よ
う
、
連
携
強
化
、
危
機
管
理
能
力
の
向
上
に
努
め
て
、
強

固
な
防
災
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

排水ポンプ車を用いた防災訓練



冬
期
用
水
の
申
請
を

冬
期
用
水
の
申
請
を

お
願
い
し
ま
す

お
願
い
し
ま
す
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施
設
は
、自
分
達
で    

守
り
ま
す

ジャンボタニシに注意ジャンボタニシに注意
ジャンボタニシ（和名：スクミリンゴガイ）は、水田の土壌内や、
水路等で越冬します。暖冬だと翌春は被害が発生しやすくなります。
気温が上昇し、水田に水が張られると活動を開始し、取水によって水
路からも水田に侵入します。
水田内の水が深いところで活発に活動し、移植３週間後頃までの小
さな苗を好んで食害します。
卵は赤く、水稲の茎や水路の壁などに産卵するのでよく目立ちます。

防除対策として…
•水田の浅水管理
•土壌中の越冬貝の防除（秋季の石灰窒素施用、冬期の耕うん）
•水田、水路の貝防除（貝の捕殺や卵の払い落とし、水路の泥上げ）
•水路からの侵入防止（取水口にネットや金網を設置）
•水田での薬剤防除（スクミノン、スクミンベイト３、スクミハンター、キタ
ジンＰ粒剤、パダン粒剤４）※農薬登録情報は平成30年11月現在

北
総
東
部
土
地
改
良
区
管
内
で
新
た
な
多
面
的
支
払

活
動
組
織
と
し
て
「
匝
瑳
里
地
里
山
保
全
会
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

保
全
会
は
八
日
市
場
Ⅱ
期
地
区
、
約
１
３
３
ha
の
農

地
・
農
業
用
施
設
を
対
象
に
維
持
管
理
活
動
を
行
な
っ

て
お
り
、
今
回
、
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
15

号
の
際
に
は
、
道
路
へ
の
倒
木
の
撤
去
作
業
を
保
全
会

が
中
心
と
な
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

北
総
東
部
土
地
改
良
区
と
し
て
も
、
保
全
会
の
活
動

を
後
押
し
す
る
為
に
、
事
務
処
理
に
つ
い
て
委
託
を
受

け
て
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
将
来
に
農
地
・
農
業
用
施
設
を
残
し
て

い
く
た
め
に
、
多
面
的
支
払
活
動
組
織
・
組
合
員
の
皆

さ
ん
の
力
を
借
り
な
が
ら
維
持
管
理
し
て
い
き
ま
す
。

農道に傾倒した竹撤去

法面の草刈り

９
月
16
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
は
冬
期
用

水
期
間
で
す
。

冬
期
用
水
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
該

当
す
る
受
益
地
の
工
区
長
に
確
認
を
受
け
た
う
え

で
、
提
出
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

＊
申
請
用
紙
は
、
工
区
長
ま
た
は
土
地
改
良
区
へ

ご
連
絡
の
う
え
、
お
取
り
寄
せ
く
だ
さ
い
。



臨
時
機
場
操
作
員
募
集
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よ
く
あ
る
質
問
に
お
答
え
し
ま
す

よ
く
あ
る
質
問
に
お
答
え
し
ま
す

Ｑ　

受
益
地
を
相
続
し
た
が
農
業
に
携
わ
っ
て
い
な

か
っ
た
り
、
耕
作
放
棄
地
に
な
っ
て
い
た
り
し
て
用

水
を
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
賦
課
金
は
掛
か
り
ま

す
か
？

Ａ　

土
地
改
良
区
で
は
、
施
設
の
維
持
・
管
理
を
行
う

た
め
の
費
用
を
賦
課
金
と
し
て
受
益
地
の
地
積
割
に

て
組
合
員
の
皆
様
に
ご
負
担
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の

で
、
耕
作
の
有
無
や
用
水
の
利
用
状
況
に
よ
っ
て
賦

課
金
額
が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ　

受
益
地
の
相
続
手
続
き
が
終
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

組
合
員
資
格
の
変
更
届
の
提
出
は
必
要
で
す
か
？

Ａ　

法
務
局
で
行
う
相
続
登
記
の
手
続
き
と
は
別
に
、

土
地
改
良
法
第
43
条
第
1
項
に
基
づ
き
、
組
合
員
の

変
更
が
あ
っ
た
際
に
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。
ご
親

族
で
ご
相
談
い
た
だ
き
、
相
続
予
定
者
ま
た
は
管
理

者
と
し
て
組
合
員
の
変
更
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｑ　

土
地
を
耕
作
者
へ
貸
し
た
の
で
す
が
、
賦
課
金
は

納
入
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
か
？

Ａ　

賦
課
金
を
ど
ち
ら
が
納
め
る
か
は
貸
し
借
り
を

行
っ
た
当
事
者
間
で
の
取
り
決
め
に
な
り
ま
す
が
、

毎
年
発
行
さ
れ
る
納
付
書
の
名
義
と
賦
課
面
積
に
つ

い
て
は
、
原
則
と
し
て
「
資
格
得
喪
通
知
書
」
を
提

出
い
た
だ
く
こ
と
で
し
か
変
更
は
出
来
ま
せ
ん
。
変

更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
必
ず
双
方
の
同
意
の
も
と

で
必
要
事
項
を
記
入
・
捺
印
の
上
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す

賦
課
金
の
納
入
、

賦
課
金
の
納
入
、

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

口
座
振
替
の
取
扱
金
融
機
関

組
合
員
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
大
部
分
の
賦
課
金
が

毎
年
納
期
ま
で
に
納
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
納
入
が
滞
っ
て

い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
滞
納
処
分
（
差
押
え
）
の
執
行

対
象
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
納
入
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

★
『
口
座
振
替
（
自
動
引
落
）』
を
お
申
込
み
い
た
だ
く
と

納
め
忘
れ
や
、
窓
口
ま
で
出
向
く
必
要
が
な
く
な
り
、
大

変
便
利
で
す
。

ま
た
、
年
に
一
度
の
引
落
で
済
む
『
全
納
』
も
、
口
座

振
替
と
併
せ
て
、
是
非
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

★
お
問
合
せ
・
お
申
し
込
み
は
、
賦
課
徴
収
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

○
千
葉
県
内
の
農
業
協
同
組
合

○
千
葉
銀
行

○
千
葉
興
業
銀
行

○
京
葉
銀
行

○
佐
原
信
用
金
庫

○
銚
子
信
用
金
庫

○
千
葉
信
用
金
庫

○
そ
の
他
千
葉
県
内
に
本
店

の
あ
る
金
融
機
関

○
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

対　
　

象　
　

健
康
な
65
歳
ま
で
の
方

職　
　

種　
　

機
場
保
守
・
運
転
他

募
集
人
数　
　

若
干
名

勤
務
地　
　

香
取
市
他

採
用
期
間　
　

令
和
２
年
４
月
１
日
〜
９
月
30
日
ま
で

勤
務
時
間　
　

6
時
30
分
〜
19
時
30
分
の
交
代
勤
務

時　
　

給　
　

規
定
に
よ
る

選
考
方
法　
　

書
類
選
考
・
面
接

申　
　

込　
　

令
和
２
年
２
月
10
日（
月
）ま
で
に
履
歴

書
を
管
理
課
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

新
工
区
長
紹
介

　
　

原
新
田
工
区
長

　
　
　
　
　
　

八
木　

幸
男
氏

令
和
元
年
９
月
16
日
就
任

お
く
や
み

　
　

総　

代
（
多
古
町
）

　
　
　
　
　

平
山　

輝
行
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
９
月
逝
去

　
　

原
新
田
工
区
長

　
　
　
　
　

菅
井　

克
明
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
８
月
逝
去

　
　
　
　

生
前
の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
併
せ
て

　
　
　
　

故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。



こんな時には届出が必要です！
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●組合員の死亡　●小作契約・解除

●経営移譲

●売買　　●交換
などで名義が変わった時は

「組合員資格得喪通知書」
の届出が必要です。

令和２年4月からの組合員の変更は

令和２年3月31日が締切
※電話での変更はできません。
※届出がない場合は、組合員さんの状況が把握できず、組合員
資格が変更されませんので、組合費は現組合員にそのまま賦課
されます。

土
地
改
良
区
が
管
理
す
る
道
路
・
水
路
な
ど

を
農
業
以
外
に
使
用
す
る
時
は

土
地
改
良
区
に
申
請
が
必
要
で
す

　
「
北
総
東
部
土
地
改
良
区
開
発
行
為
等
同
意
規
程
」

に
基
づ
き
、
協
力
費
・
負
担
金
の
納
入
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

各
申
請
用
紙
は
土
地
改
良
区
事
務
所
に
お
問
い
合
わ

せ
、
ま
た
は
北
総
東
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
出
力
し
提

出
し
て
下
さ
い
。

➡➡

受
益
地
を
宅
地
・
公
共
事
業
用
地
な
ど
に

転
用
す
る
時
は

土
地
改
良
区
と
の
協
議
が
必
要
で
す

農
地
転
用
に
よ
っ
て
面
積
が
減
る
と
、
残
っ
た
受
益
地

（
組
合
員
）
に
対
す
る
土
地
改
良
施
設
の
維
持
管
理

負
担
が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

面
積
減
少
に
よ
り
他
の
組
合
員
の
負
担
が
過
重
と
な

ら
な
い
よ
う
に
、
土
地
改
良
区
か
ら
農
地
を
除
外
す
る

場
合
は
、
土
地
改
良
法
第
42
条
に
基
づ
き
、
決
済
金

の
納
入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
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栗
源
の
ふ
る
さ
と

栗
源
の
ふ
る
さ
と
い
も
祭

い
も
祭
にに

参
加
し
ま
し
た

参
加
し
ま
し
た

2121
世
紀
土
地
改
良
区

世
紀
土
地
改
良
区

創
造
運
動

創
造
運
動
をを
実
施
し
ま
し
た

実
施
し
ま
し
た

11
月
17
日
に
行
わ
れ
た
栗
源
ふ
る
さ
と
い
も
祭

り
に
北
総
東
部
土
地
改
良
区
と
水
資
源
機
構
千
葉

用
水
総
合
管
理
所
・
成
田
北
総
管
理
所
が
参
加
し

ま
し
た
。

北
総
東
部
管
内
で
収
穫
さ
れ
た
新
鮮
野
菜
の
販

売
、
小
魚
す
く
い
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
行

い
、
大
変
な
賑
わ
い
の
中
、
地
域
の
方
々
に
北
総

東
部
用
水
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
出
来
ま
し
た
。

旭
市
立
中
和
小
学
校

４
年　

小
久
保　

咲
星
さ
ん

「田んぼで犬のさんぽ」

め
ぐ
み
の
郷
北
総
東
部
優
秀
賞

「ふるさとの田んぼと水」子ども絵画展2019の受賞作品が決定しました

旭
市
立
中
和
小
学
校

３
年　

長
谷
川　

遼
さ
ん

「
山
と
田
ん
ぼ
」

土
地
改
良
区
創
造
運
動
に
旭
市
立
中
和
小
学
校

４
・
５
年
生
38
名
の
児
童
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま

し
た
。

船
戸
揚
水
機
場
で
は
ポ
ン
プ
・
モ
ー
タ
ー
の
大

き
さ
、
実
際
に
ポ
ン
プ
が
動
い
た
時
の
ゴ
ウ
ゴ
ウ

と
い
う
大
き
な
音
に
驚
き
の
声
が
上
が
り
、
芋
掘

り
体
験
で
は
手
を
真
っ
黒
に
し
な
が
ら
、
サ
ツ
マ

イ
モ
を
折
ら
な
い
よ

う
に
慎
重
に
土
を
掘

り
、
や
っ
と
掘
り
出

し
た
サ
ツ
マ
イ

モ
の
大
き
さ
に

歓
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

短
い
時
間
で
し
た
が
、
身
近
に
あ
る
農
業
用
水

に
つ
い
て
知
っ
て
貰
え
た
実
り
あ
る
運
動
と
な
り

ま
し
た
。

広
報
誌
第
84
号
で

募
集
し
ま
し
た
子
ど

も
絵
画
展
で
、
北
総

東
部
土
地
改
良
区
か

ら
は
、
24
点
（
全
国

で
は
５
，２
２
４
点
）

の
応
募
が
あ
り
、
全

国
水
土
里
ネ
ッ
ト
の

審
査
の
結
果
、
地
域

団
体
賞
に
３
作
品
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

受
賞
作
品
は
、
東

京
都
美
術
館
１
階
第

二
公
募
展
示
室
に
展

示
さ
れ
ま
し
た
。     

め
ぐ
み
の
郷
北
総
東
部
最
優
秀
賞

旭
市
立
中
和
小
学
校

２
年　

鎌
形　

琉
未
さ
ん

「
み
ん
な
で
た
の
し
い
田
う
え
」


